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研究課題 
青果物流通の多元化 

農産物直売所・地域活性化 
キーワード 青果物流通・加工業務用野菜・農産物直売所 

研究内容： 

① 青果物流通の多元化 

 近年、生活様式の変化によって、食生活も大きく変化している。中食・外食の規模が増大し続ける一方、家庭で調理し

消費するといった内食は減少を辿っている。食の外部化率についてみると 1970 年に 28.4％であったが、徐々に増加し

1990 年には 40％を超え 2010 年には 44.9％を占めるようにあった。また景気後退を契機として、外食産業の規模は一定

水準を辿る一方、調理食品といった中食の規模は、なお一貫して増加傾向にある。このような食の外部化と平行して、青

果物の流通構造もそれに応じて、多元化が進展している。こうした流通の多元化が進展する下での青果物の販売と生

産対応を明らかにすることは、産地再構築への重要なキーワードといえる。 

 

② 農産物直売所・地域活性化 

わが国の中山間地域農業は、生産農家の高齢化や兼業化にともなう産地基盤の弱体化が懸念され、産地再構築の

方向を見出すことがきわめて重要な課題となっている。とりわけ高齢・零細生産者や兼業農家の農協共販もしくは加工・

業務用等の規格に即した生産が困難になっており、その販売先の獲得や新たな協同による生産体制の構築が期待され

ている。  このため農産物の直売所を軸として展開している動向について研究することは、地域活性化の重要なキーワ

ードといえる。 
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